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資料４－３ 

特定調達品目及び判断の基準等（案） （公共工事変更箇所抜粋） 
 

 

１９．公共工事 

表２【資材】 

品目分類 品目名 判断の基準等 

コンクリー

ト用スラグ

骨材 

高炉スラグ骨

材 
【判断の基準】 
○天然砂（海砂、山砂）、天然砂利、砕砂若しくは砕石の一部

又は全部を代替して使用できる高炉スラグが使用された骨

材であること。 
 
【配慮事項】 
○鉄鋼スラグの製造元及び販売元を把握できるものであるこ

と。 
備考）「高炉スラグ骨材」については、JIS A 5011-1 に適合する資材は、本基準を満たす。 

コンクリー

ト用スラグ

骨材 

フェロニッケ

ルスラグ骨材 
【判断の基準】 
○天然砂（海砂、山砂）、天然砂利、砕砂若しくは砕石の一部

又は全部を代替して使用できるフェロニッケルスラグが使

用された骨材であること。 
備考）「フェロニッケルスラグ骨材」については、JIS A 5011-2 に適合する資材は、本基準を満たす。 

コンクリー

ト用スラグ

骨材 

銅スラグ骨材 【判断の基準】 
○天然砂（海砂、山砂）、天然砂利、砕砂若しくは砕石の一部

又は全部を代替して使用できる銅スラグ骨材が使用された

骨材であること。 
備考）「銅スラグ骨材」については、JIS A 5011-3 に適合する資材は、本基準を満たす。 

コンクリー

ト用スラグ

骨材 

電気炉酸化ス

ラグ骨材 
【判断の基準】 
○天然砂（海砂、山砂）、天然砂利、砕砂若しくは砕石の一部

又は全部を代替して使用できる電気炉酸化スラグ骨材が使

用された骨材であること。 
 
【配慮事項】 
○鉄鋼スラグの製造元及び販売元を把握できるものであるこ

と。 
備考）「電気炉酸化スラグ骨材」については、JIS A 5011-4 に適合する資材は、本基準を満たす。 
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アスファル

ト混合物 
鉄鋼スラグ混

入アスファル

ト混合物 

【判断の基準】 
○加熱アスファルト混合物の骨材として、道路用鉄鋼スラグが

使用されていること。 
 
【配慮事項】 
○鉄鋼スラグの製造元及び販売元を把握できるものであるこ

と。 
備考）「道路用鉄鋼スラグ」については、JIS A 5015 に適合する資材は、本基準を満たす。 

路盤材 鉄鋼スラグ混

入路盤材 
【判断の基準】 
○路盤材として、道路用鉄鋼スラグが使用されていること。 
【配慮事項】 
○鉄鋼スラグの製造元及び販売元を把握できるものであるこ

と。 
備考）「道路用鉄鋼スラグ」については、JIS A 5015 に適合する資材は、本基準を満たす。 

コンクリー

ト及びコン

クリート製

品 

透水性コンク

リート 
【判断の基準】 
○透水係数 1×10-2cm/sec以上であること。 

備考）１ 「透水性コンクリート」は、雨水を浸透させる必要がある場合に、高強度を必要としない

部分において使用するものとする。 
２ 「透水性コンクリート」については、JIS A 5371 プレキャスト無筋コンクリート製品 附属

書 B 舗装・境界ブロック類 推奨仕様 B-1 平板で規定される透水性平板に適合する資材は、

本基準を満たす。 
 

塗料 高日射反射率

塗料 
【判断の基準】 
①近赤外波長域日射反射率が表に示す数値以上であること。 
②近赤外波長域の日射反射率保持率の平均が80%以上である

こと。 
備考）１ 本項の判断の基準の対象とする高日射反射率塗料は、日射反射率の高い顔料を含有する塗

料であり、建物の屋上・屋根等において、金属面等に塗装を施す工事に使用されるものとす

る。 
２ 近赤外波長域日射反射率、明度 L*値、日射反射率保持率の測定及び算出方法は、JIS K 5675

による。 
３ 判断の基準②について日射反射率保持率の算出において屋外暴露耐候性試験開始後 24 ヶ

月経過後の測定が必要なことから、平成 2526 年度までは経過措置を設けることとし、この

期間においては、当該規定を満たさない場合にあっても特定調達物品等とみなすこととする。 
４ 「高日射反射率塗料」については、JIS K 5675 に適合する資材は、本基準を満たす。 

表 近赤外波長域日射反射率 
明度 L*値 近赤外波長域日射反射率（%） 

40.0 以下 40.0 
40.0 を超え 80.0 未満 明度 L*値の値 
80.0 以上 80.0 
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中央分離帯
ブロック 

再生プラスチ
ック製中央分
離帯ブロック 

【判断の基準】 
○再生プラスチックが原材料の重量比で 70%以上使用されて

いること。 
 
【配慮事項】 
○撤去後に回収して再生利用するシステムがあること。 

備考）１ 「再生プラスチック」とは、使用された後に廃棄されたプラスチック製品の全部若しくは

一部又は製品の製造工程の廃棄ルートから発生するプラスチック端材若しくは不良品を再生

利用したものをいう（ただし、原料として同一工程内で再生利用されるものは除く。）。 

２ 「再生プラスチック製中央分離帯ブロック」については、JIS A 9401 に適合する資材は、

本基準を満たす。 
 

照明機器 照明制御シス

テム 
【判断の基準】 
○連続調光可能なHf蛍光灯器具、LED照明器具及びそれらの蛍

光灯器具を制御する照明制御装置からなるもので、初期照度

補正制御及び外光（昼光）利用制御の機能を有していること。 
 


